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高深度オミクスサイエンスネットワーク事業

令和4年度 文部科学省 概算要求
「高深度オミクスサイエンスネットワーク事業」





空間オミクスとは？ 観察と病因決定を一元化

九州大学の強み

デバイス開発も推進

• 一つの組織サンプルから、
多数種の遺伝子発現産物
(RNAやタンパク質)の量を、
細胞の位置関係を保った
まま解析できる手法

• 数年後には次世代シーケ
ンサーに取って代わる可
能性のある革新的技術！

本技術を利用した病理診断によって、次世
代シーケンサー等の従来技術では見出すこ
とができなかった、病気の原因となる細胞と
その原因(遺伝子の働きの異常など)が解明
できる！

• これまで困難だった病気

の発生の仕組みの理解

• 新規治療法の開発

• 新規創薬標的の発見

病理診断に利用
可能な、廉価な
汎用機

より「深い」解析
に利用可能な高
度な専用機
 データ取得時間が

課題。それを克服
する新技術の開発
が急務！

病理診断

世界を一新!!

数年後..

次世代シーケンサー 空間オミクス 創薬の革新

新規治療法の確立

 世界をリードする技術の知財、
インフラ、人材を備えている。

• 早期に開発に着手し、すでに空間
オミクス解析が可能な技能を保持

• 複数の関連特許を取得済み

まとめ 空間オミクスが拓く新しい世界！



「未来医療へのヒト情報解析基盤構築と実装」
― 生体防御医学研究所 長﨑 正朗 教授
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